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氏名 大塚 寿子 

所属 社会福祉法人 三篠会  堺市立重症心身障害者（児）支援センター  

職種 看護師 

テーマ 重症心身領域から見える ACP の再定義 

～ALP としての ACP と意思決定支援の方法論の使い分け～ 

内容 重心領域の語りの実践から、厚労省の意思決定プロセスと ACP の方法論が状況に応じて自然

に選ばれる現象を整理し、ALP としての ACP の再定義と連携パス構想を報告する。 

 

氏名 古賀 美佳 

所属 株式会社 flagMe 

職種 医師 

テーマ 理学療法⼠の⽇常臨床は ACP になり得るか 

―『歩きたい』の奥にある“想いのかけら”から考える ACP 教育の実践― 

内容 理学療法⼠が⽇常臨床で拾う「歩きたい」などの⾔葉を ACP の視点で捉え 

直す研修を実施。研修前後の理解度変化から、PT の⽇常実践と ACP の接 

点、教育的意義を報告する。 

 

氏名 川﨑 淳子 

所属 株式会社 flagMe 

職種 ケアマネジャー 

テーマ ACP は『共有すること』がゴールなのか 

―共有を望まなかった 10 事例から考える本人同意と『語るだけ』の意味― 

内容 介護施設で ACP を実施した中から、内容の共有を希望しなかった 10 例を 

抽出。家族関係や過去のつらい経験などの語りから、本人の同意を尊重する 

ことと、話を聴くこと自体の意義を考察した。 

 

氏名 是枝 佐由子 

所属 アンジェス宇都宮御幸本町併設訪問看護ステーションルーチェ宇都宮御幸本町 

職種 看護師 

テーマ サービス付き高齢者向け住宅「アンジェス」におけるアドバンス・ケア・プランニングの実践

と課題～異なる意思決定プロセスをたどった 3 事例の検討～ 

内容 医療・介護連携のサービス付き高齢者住宅（以降サ高住）「アンジェス」では、終末期を含めた

多様なニーズに対応している。本発表では、「アンジェス」でのアドバンス・ケア・プランニン

グ（以降 ACP）実践について、異なる意思決定プロセスをたどった 3 事例を振り返り、尊厳あ

る選択を支える意思決定支援のあり方と課題を明らかにした。 

 


